
2020 年度 小委員会活動成果報告 
（2020 年 12 月 21 日作成） 

小委員会名 建設技能者問題小委員会 主 査 名：蟹澤宏剛 
就任年月：2020 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 建築社会システム委員会 委員長名：野城智也 

主 査 名：  

設 置 期 間    2020 年 4 月  ～  2024 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

建設産業の担い手確保に向け、技能者問題の実態を正確に捉え、改善方策を具体

的に提案できるよう調査・研究をおこなうことを目的とする。調査・研究対象は、

日本人のみならず、技能実習制度に加えて新設された特定技能就労制度について

も力点を置く。その上で、建設業の産業構造問題や生産システムのありようなど、

幅広い領域を対象とする。 
初年度：建設キャリアアップシステム（CCUS）および能力評価システムの普及

状況と外国人技能実習制度と特定技能就労制度等の情報収集と分析を行う。 

２年度：技能実習、特定技能とも 2020 年度から CCUSへの登録が義務化されてい

るので、登録後の状況変化等について情報を収集し分析を行う。またコロナ禍の

影響の評価検討を実施する。 

３年度：特定技能についての制度が普及していることが予想され、また、特定技

能 2 号の要件、日本人を含む能力評価システムの普及状況などを含め総合的に調

査・分析を行う。その上で、大会において研究協議会の開催を企画する。 
４年度：在留期間の定めのない特定技能 2 号制度への移行候補者が見えてくる頃

であるので、業界の対応状況、国の政策等々の情報収集と実態調査行う。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：なし 

主査：蟹澤宏剛（芝浦工業大学） 
幹事：佐々木留美子（東北工業大学） 
委員：秋山哲一（東洋大学）、板岡秀忠（建設業振興基金）、岩松 準（建築コスト管理シ

ステム研究所）、惠羅さとみ（成蹊大学）、川内一毅（プラネックス）、久々湊佳貴

（大崎建設）、高木元也（労働安全衛生総合研究所）、竹内勉（建設技能人材機構）、

内藤睦雄（睦コーポレーション）、野々山芳人（埼玉土建一般労働組合）、深井和宏

（ものつくり大学）、松浦 洋一郎（建設政策研究所）、吉村臨兵（福井県立大学）、

六波羅昭（建設経済研究所） 
設置 WG 

（WG 名：目的） 無 

2020 年度予算  65,000 円 ホームページ公開の有無： 

委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        ５回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は除く） 

無 

講習会 無                      参加者数   名 
催し物 

（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 
無 

大会研究集会 １．（名称）                      参加者数   名 
  （資料名） 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 無 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．CCUS の普及活用を把握するとともに、労働者の雇用保険や働き方改革等を

含めた処遇の動向を整理した。離職対策の実態を整理した。 
２．外国人技能実習制度や特定技能就労制度の整理および建設移民労働者と労使

の変容が整理された。 
３．労働者への離職対策や技能教育（非言語やリモート教育）の実態を整理した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．コロナ禍により開催準備が阻まれていたが、外国人実習生・特定技能外国人

修了者問題をテーマに建築学会大会で研究集会を開催できるよう進める 
 


